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Ｐ９１  比と比例式 

（まず、比ということがなかなか難しい。みじかな例としてカルピスをつかってみる。） 

 

「比という勉強は小学校でしました。」 

「しかし、みんなの身のまわりで比を使うことがあまりないんです。」 

「カルピスを薄めて飲みましょう」 

 １：４ にうすめるのがおすすめらしいです。（実際にカルピスでやるといい。） 

 

 ・１０ｍｌのカルピスに対して４０ｍｌの水です（実際にカルピスでやるといい。） 

 

 ・２０ｍｌのカルピスに対して８０ｍｌの水です（実際にカルピスでやるといい。） 

 

 ・８０ｍｌのカルピスに対して３２０ｍｌの水です 

 

   ここで 比１０：４０で１０，４０を比の項といい  を比の値と言います。 

 

 

          １０：４０＝２０：８０＝ 

 

           このとき１０：４０＝２０：８０ を比例式と言います。 

 

 

 

 べつに、カルピスはお好みの濃さに薄めていいんです。 

 ２：５でいきましょうか？  （実際にカルピスでやるといい。） 

 

・２０ｍｌのカルピスに対して５０ｍｌの水です（実際にカルピスでやるといい。） 

 

・３０ｍｌのカルピスに対して７５ｍｌの水です（実際にカルピスでやるといい。） 

 

    ２０：５０＝３０：７５＝ 

 

 そして、このときにみんなに知っていてほしいことは 

 

         外項の積＝内項の積 

 

         ２０×７５＝５０×３０     この比例式の性質を覚えましょう。 
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 ひろげよう  「ひろげようを読んでください。」 

 

  比例式 ｘ：１００＝３：５ 

 

   外項の積＝内項の積          より５ｘ＝３００ 

 

                                           ｘ＝６０ 

 

                          比例式を解くと言います。 

 

 

例１    「例１を読んでください。」 

 

（１）ｘ：６＝７：３                       （２）５：ｘ＝２：３ 

 

      ３ｘ＝４２                                 １５＝２ｘ 

 

        ｘ＝１４                                   ｘ＝７．５ 

 

問２  「やってみましょう。」 

（１）ｘ：２１＝３：７                    （２）１５：６＝ｘ：８ 

      ７ｘ＝６３                                 ６ｘ＝１２０ 

        ｘ＝９                                     ｘ＝２０ 

 

（３）９：４＝２：ｘ                      （４） 

        ９ｘ＝８ 

 

 

 

練習問題 （宿題として  ８分程度） 
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